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もう一度、あの風 景と出会いたい。

感動した映画のロ ケ地をめぐって、

もう一 度、スクリーンで 観た風景に出会いたい。 

そんな想いをかなえ、ロケ 地の人たちとふれ合い 、 

文化や歴史、さらにはお国自慢のグルメを 楽しむ欲ばりな旅が人気を呼んでいます。

風光明媚な瀬戸内は、昔から名作の舞 台となった島や町が点在しています。

あの頃の自分を思い出しながら、ロケ 地をめぐってみてはいかがでしょう。

真
鍋
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瀬
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内
少
年
野
球
団
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観
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ロ
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っ
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ロ
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ロ
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庵
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映
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世
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中
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ケ
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せ
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カ
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①
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先
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踊
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③
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ロ
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ロ
ケ
地
め
ぐ
り
の
拠
点
と
な
る
の
は
、映
画
に
登

場
し
た〝
重
じ
い
〞の
雨
平
写
真
館
を
再
現
し
た「
純

愛
の
聖
地 

庵
治
・
観
光
交
流
館
」で
す
。「
雨
平
写

真
館
」の
文
字
が
あ
る
ド
ア
を
開
け
る
と
、ゆ
っ
た
り

と
し
た
ス
ペ
ー
ス
の
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。コ
ー
ヒ
ー
の

香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
窓
の
外
を
眺
め
る
と
、瀬
戸

内
の
小
さ
な
町
に
住
む
映
画
の
主
人
公
に
な
っ
た

気
分
。

　

ま
た
、観
光
交
流
館
に
隣
接
す
る
、古
い
米
蔵
を
再

利
用
し
た
展
示
棟
に
は
、映
画
で
使
わ
れ
た
小
道
具

や
ロ
ケ
地
の
解
説
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。出

演
者
が一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
シ
ー
ン
を
撮
影
し
た

場
所
や
、エ
ピ
ソ
ー
ド
、御
食
事
処
な
ど
、町
の
地
図
と

一
緒
に
確
認
で
き
ま
す
。ま
ず
は
こ
こ
で
情
報
を
収
集

し
て
町
を
め
ぐ
り
ま
し
ょ
う
。

　

撮
影
場
所
を
探
し
て
四
国
中
を
巡
っ
た
監
督
や
ス

タ
ッ
フ
が
、最
後
に
た
ど
り
着
い
た
の
が
庵
治
町
で
し

た
。花
崗
岩
の
層
か
ら
な
る
五
剣
山
の
麓
に
位
置
し
、

花
崗
岩
の
ダ
イ
ヤ
と
も
呼
ば
れ
る
庵
治
石
を
産
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
当
町
で
す
が
、監
督
は
瀬
戸
内
海

に
突
き
出
し
た
半
島
の
地
形
に
注
目
。初
め
て
訪
れ

た
時
に〝
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
懐
か
し
さ
が
あ
る
〞

と
庵
治
町
の
風
景
に
魅
せ
ら
れ
、即
座
に
ロ
ケ
地
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

庵
治
町
を
歩
く
と
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
サ
ク
と
ア
キ

の
面
影
が
見
つ
か
り
ま
す
。ア
キ
が
待
っ
て
い
た
桜
八
幡

神
社
の
石
段
と
赤
い
欄
干
の
宮
の
下
橋
。二
人
が
夕

陽
を
見
つ
め
た
王
の
下
沖
防
波
堤
。ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を

見
つ
け
た
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
あ
る
商
店
街
。切
な

く
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
物
語
と
は
裏
腹
に
、お
だ
や
か
な

海
沿
い
の
町
の
風
景
に
心
安
ら
ぎ
ま
す
。

展示棟は開放感のある吹き抜けの天井に、風格たっぷり
の梁や柱、味わい深い土壁の建物。撮影に使われたバイク
も展示されています。「庵治ロケ地MAP」もここで入手でき
ます。

落ち着いた色合いの店内には、自然光が差し込み、外観と
はまた違った昭和のレトロ感があります。

庵治地方でのみ産出される「庵治石」は世界最高品質で
「花崗岩のダイヤモンド」と呼ばれ、堅く美しい石質と、石目
が細かく細工しやすいこと、そして水にも劣化にも強いこと
から建築材や灯籠、墓石などに使用されています。

「100年の半分も、ひとりの人のことを想っていられ
るなんて」とサクがつぶやく、まさに純愛の聖地、皇
子神社のブランコ。

アキがサクを待っていた桜八幡神社の石段と赤い
欄干の宮の下橋。ここから二人の恋が始まります。

住まいの近くに写真館のセットがあった元家幸子さん。「出演者の方々はどなたも
気さくで、撮影前に一緒にコーヒーを飲んだり、記念撮影をしたり、良い思い出です」

サクとアキが二人で夕陽を見つめ、大人になったサクが深い喪失感を抱きながら
海に向かって叫ぶ、王の下沖防波堤。入り江の向こうは源平合戦で有名な屋島。

映画『世界の中心で、愛をさけぶ』
のロケ地へ

香川県高松市

町治庵
感涙を誘った

物語の舞台はおだやかな

海沿いの町だった。

感涙を誘った

物語の舞台はおだやかな

海沿いの町だった。

高松中央ICより国道11号経由で約25分。
静かな漁港の町、高松市庵治町に到着します。
瀬戸内のこの小さな町で、大ヒット作品
『世界の中心で、愛をさけぶ』が撮影されました。
町のシンボルとして古い写真館のロケセットが再現され、
「純愛の聖地 庵治・観光交流館」として、旅人たちを迎えています。

[物語]昭和61年夏、同じ高校に通う朔太郎とアキ
は、いつしか互いに惹かれ合い、恋に落ちる。二人で
見る夕陽。カセットテープの交換日記。無人島への
旅。そんな幸せな日々が、アキの突然の病によって終
わりを告げる。約束だった世界の中心への旅も果た
せぬままに。

『世界の中心で、愛をさけぶ』 好評発売中／発売元：博報堂
ＤＹメディアパートナーズ・小学館／販売元：東宝
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商店街

王の下沖
防波堤

浜・谷
交差点

皇子神社

純愛の聖地
庵治・観光交流館

あじ温泉
庵治観光ホテル
海のやどり

桜八幡神社
宮の下橋

純
愛
の
聖
地
に
立
つ

ロ
ケ
地
の
観
光
拠
点

80
年
代
の
町
並
み
が
残
る

お
だ
や
か
な
海
辺
の
町

純愛の聖地 庵治・観光交流館 
香川県高松市庵治町5824-4
087-812-2270（よんてつ不動産）
【観光交流館】9:00～17:00（入館は16：30まで） 
【カフェ】10:00～16:00（L.O.15:30）
火曜日
あり

営

休
P

香川県高松市庵治町5494
087-871-3141
あり

三方を海に囲まれ、瀬戸内海国立公園
を庭にもつ温泉施設。日帰り入浴も楽し
め、瀬戸内の景観を眺めながらドライブ
の疲れをいやせます。

あじ温泉庵治観光ホテル
海のやどり

いっぷく
スポット

P
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元々は５代つづく魚屋で先代から仕出
し・弁当を始めました。今も調理場に
立つ先代と当代が腕を振るい、名店
の味を守っています。とくに、讃岐特産
大豆を使った秘伝の白味噌に漬け込
んだ「鰆の味噌漬け」が有名でネットに
よるお取り寄せでも大人気です。

羅漢堂を建立し、筑紫から五百羅
漢を招聘。しかし、戦国時代に幾度
か戦火に見舞われ、延宝３年
(1675)に再び五百体すべてを揃
え、現在も安置しています。

原
作
小
説
の
作
者
が
青
春
時
代
を
過
ご
し
た

観
音
寺
を
舞
台
に
す
べ
て
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
敢
行
し
た

『
青
春
デ
ン
デ
ケ
デ
ケ
デ
ケ
』
。

市
内
を
散
策
す
る
と
ス
ク
リ
ー
ン
で
観
た
風
景
が

自
然
と
目
に
と
ま
り
、

新
た
な
感
動
と
ロ
ケ
地
を
旅
す
る
楽
し
さ
が
広
が
り
ま
す
。

エ
レ
キ
少
年
が

青
春
を
駆
け
抜
け
た

叙
情
あ
ふ
れ
る
風
景
を
ゆ
く
。

　

観
音
寺
市
の
中
心
部
を
車
で
走
る
と
、ロ
ケ
地
マ
ッ
プ

を
手
に
し
て
い
な
く
と
も
、い
つ
し
か
作
品
の
世
界
へ
と

引
き
込
ま
れ
ま
す
。財
田
川
に
架
か
る
レ
ン
ガ
橋
や
三
架

橋
、大
小
路
橋
は
、主
人
公〝
ち
っ
く
ん
〞の
通
学
路
で
あ

り
、青
春
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
を
彩
る
風
景
で
し
た
。

　

三
架
橋
に
ほ
ど
近
い
緑
豊
か
な
山
に
は
琴
弾
八
幡
宮

が
鎮
座
し
、3
8
1
段
の
長
い
石
段
は
、バ
ン
ド
練
習
の

場
面
に
も
登
場
し
ま
し
た
。創
建
大
宝
3
年（
7
0
3
）

の
由
緒
を
紐
解
く
と
、あ
る
時
、海
に一
艘
の
船
が
現
れ
、

高
妙
神
秘
な
琴
の
音
と
と
も
に
八
幡
大
菩
薩
が
降
臨
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。神
秘
な
琴
の
音
と
、ち
っ
く

ん
が
啓
示
を
受
け
た
エ
レ
キ
サ
ウ
ン
ド
に
は
深
い
縁
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新感覚の味を発信する路地裏のかまぼこ屋
「山地蒲鉾」

九
十
九
山
の
麓
に
佇
む

五
百
羅
漢
の
寺
「
羅
漢
寺
」

0 50 6

映画『青春デンデケデケデケ』
のロケ地へ

香川県

寺音観 寺市市音観

　

ち
っ
く
ん
と
富
士
男
が
進
学
に
つ
い
て
話
す
シ
ー
ン
に

登
場
し
た
琴
弾
山
頂
の
展
望
台
か
ら
は
観
音
寺
を
代

表
す
る
名
勝「
銭
形
砂
絵
」を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
巨
大
な
寛
永
通
宝
は
、寛
永
10
年（
1
6
3
3
）

に
藩
主
・
生
駒
高
俊
公
を
歓
迎
す
る
た
め
に一
夜
に
し
て

つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、砂
絵
の
向
こ

う
に
は
白
砂
青
松
百
選
に
認
定
さ
れ
た
観
音
寺
松
原

（
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
）が
広
が
り
、ち
っ
く
ん
と
幸
代
が

初
デ
ー
ト
を
し
た
有
明
浜
海
水
浴
場
が
見
え
ま
す
。

　
「
弁
当
の
味
が
午
後
の
俳
優
の
顔
を
変
え
る
」。

　

そ
ん
な
名
言
を
も
つ
監
督
を
喜
ば
せ
た
の
が
、仕
出
し

の
名
店「
宇
賀
幸
」の
弁
当
で
し
た
。先
代
社
長
の
ご
子

古くから燧灘の豊富な魚を食材とした蒲鉾の一
大産地だった観音寺。当地で、ひと味ちがう蒲
鉾作りにチャレンジし、「カワジャン」のヒット商品
で知られるのが山地蒲鉾です。路地裏の風情
漂うお店を訪ねると、いいだこ天や骨付き鶏天
など、新感覚の練り製品と出会えます。

息
が
、ロ
ッ
ク
バ
ン
ド「
デ
ジ
ャ・
ヴ
」の
メ
ン
バ
ー
で
、本
作
の

制
作
と
方
言
指
導
で
ロ
ケ
に
参
加
し
た
こ
と
が
縁
で
、毎

日
、献
立
を
か
え
、旬
の
魚
が
味
わ
え
る
贅
沢
な
ロ
ケ
弁
を

届
け
ま
し
た
。そ
の
美
味
し
さ
や
心
配
り
に
、出
演
者
や

ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

市
の
中
心
部
か
ら
少
し
足
を
伸
ば
す
と
、市
指
定
文
化

財
の
五
百
羅
漢
で
知
ら
れ
る
七
宝
山
蓮
光
院
羅
漢
寺
が

あ
り
ま
す
。大
同
3
年（
8
0
8
）に
弘
法
大
師
に
よ
っ
て

開
基
さ
れ
た
真
言
宗
の
古
刹
で
、桧
一
木
造
、高
さ
約
30

c
m
の
羅
漢
像
5
0
0
体
す
べ
て
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。映
画
で
は
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
の
富
士
男
の
実
家
と
な

り
、寺
内
の
一
室
に
は
富
士
男
の
部
屋
を
作
り
込
み
、い
く

つ
も
の
重
要
な
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。公
開
か
ら
25

年
以
上
経
っ
た
現
在
も
熱
心
な
映
画
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

香川県観音寺市栄町2-4-17
0875-25-2848
8:00～17:00
不定休
あり

営
休

香川県観音寺市室本町314
0875-25-2266
あり

映画では“しーさん”と妹の悦子が、武士に扮したちっくんを見送った場所として登場する財田川沿いの風景。手前のレンガ橋(琴弾橋)の向こうに見えるアーチ形の三架橋は琴弾
八幡宮への“参賀”の際に渡ることから称されたともいわれます。

琴弾八幡宮の石段の登り口の石之鳥居は丸亀藩主山崎
虎之助治頼が承応2年(1653)正月に奉納したものです。

2kmにわたって白い砂浜がつづき、海水浴場としても賑わう
遠浅の有明浜。燧灘に沈む夕陽は絶景です。

宇賀 幸

七宝山蓮光院羅漢寺

富士男とちっくんが内密な話をする時に
よく登場した羅漢寺の鐘楼。

電話予約をする
と店頭でも買え
る旬の魚を使っ
た宇賀幸のこだ
わりのお弁当。

羅漢寺

銭形砂絵

有明浜
海水浴場

観音寺駅

山地蒲鉾

宇賀幸

かなくま餅福田
（P22）

21

49

5

239

三架橋

琴弾八幡宮

財田川

橋
の
あ
る
風
景
に

物
語
が
よ
み
が
え
る

ロ
ケ
隊
を
支
え
た

名
店
「
宇
賀
幸
」
の
味

いっぷく
スポット

P

P

香川県観音寺市観音寺町甲2695　　　
0875-25-3609
10:00～18:00
年末年始 　　あり

営
休 P

東西122m、南北90mの巨大な銭形砂絵。日没から22時まで美しくライトアップされます。 魚のすり身に鶏皮とごぼうを練り込んだ
大ヒット商品「やまぢのカワジャン」

か ん
お ん

じ
し

【物語】 昭和40年3月、主人公は、ラジオから流れてきたエレ
キサウンドに大きな衝撃を受け、高校に入学するとバンドを
結成。高校生活のすべてをロックにかける。楽器を買うため
にアルバイトにいそしむ日々。メンバーとの友情。淡い恋心。
海沿いの小さな町を舞台に、若者の熱く切ない3年間が描
かれる。

『青春デンデケデケデケ』デラックス版／DVD ￥4,700（税抜）／発売
元：NBCユニバーサル・エンターテイメント※2019年3月の情報です。

エ
レ
キ
少
年
が

青
春
を
駆
け
抜
け
た

叙
情
あ
ふ
れ
る
風
景
を
ゆ
く
。
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よ
さ
こ
い
祭
り
は
毎
年
、8
月
9
日
か
ら
4
日
間
に

わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
四
国
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
で

す
。期
間
中
は
市
内
中
心
部
の
ア
ー
ケ
ー
ド
や
駐
車
場
、

車
道
ま
で
も
が
競
演
場
や
演
舞
場
と
な
り
、全
国
か
ら

2
0
0
組
を
超
え
る
チ
ー
ム
が
参
加
。2
万
人
近
い
踊

り
子
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
個
性
を
打
ち
出
し

た
振
り
付
け
や
音
楽
で
熱
狂
的
に
踊
り
つ
づ
け
ま
す
。

　

よ
さ
こ
い
大
賞
の
常
勝
チ
ー
ム「
ほ
に
や
」を
率
い
、『
君

が
踊
る
、夏
』の
制
作
に
深
く
関
わ
っ
た
泉
真
弓
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

映
画『
君
が
踊
る
、夏
』は
、小
児
が
ん
と
闘
う
7
才
の

女
の
子
の
実
話
が
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。3
才
で
発
症

し
、闘
病
生
活
を
つ
づ
け
な
が
ら
、明
日
を
も
知
れ
な
い

日
々
の
中
で
、チ
ー
ム「
ほ
に
や
」で
踊
る
こ
と
を
生
ま
れ

て
初
め
て
の
目
標
と
し
た
少
女
。や
が
て
医
師
も
驚
く
ほ

ど
奇
跡
的
に
元
気
を
取
り
戻
し
た
少
女
の
姿
は
チ
ー
ム

の
仲
間
に
も
勇
気
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。泉
さ
ん
い
わ

く
、「
気
持
ち
も
、体
も
、前
に
前
に
進
む
の
が
よ
さ
こ
い

の
精
神
」。た
だ
、踊
り
を
披
露
す
る
の
で
は
な
く
、み
ん

な
で
つ
く
り
あ
げ
て
こ
そ
の
よ
さ
こ
い
だ
と
言
い
ま
す
。高校生の香織がかんざしを新平にねだるシーンの背

景となった橋。

土佐といえば、やっぱりかつおのたたき。
やいろ亭では、新鮮でたたきに合うかつおを仕入れ、
都会ではなかなか食べられない絶品のたたきに仕上げています。

よ さ こ い は 、

前 に 、前 に す す む

踊 り や き 。

はりまや橋

土佐の名家老、深尾弘人蕃顕(ひろめしげあき)の屋敷跡一帯に立つ市場。土佐の名物や特産
品を食べたり、買ったりできる楽しい商業施設です。地元の人や観光客で朝から賑わっています。

ひろめ市場
高知県高知市帯屋町2-3-1
088-822-5287
【平日・土曜・祝】9:00～23:00、
【日曜】7:00～23:00
※営業時間は店舗により異なります。
元日ほか年6日程度。
（詳しくはお問い合わせください）
あり

営

休

ほにや
高知県高知市帯屋町2-2-4
088-872-0072
11：00-19：00（変更の場合あり）
水曜日、不定休あり
あり

営
休
P

毎年、見事なパフォーマンスで観客を魅了するチーム「ほにや」。2018・第65回よさこい祭り「大賞」に輝きました。

市知高
映画『君が踊る、夏』のロケ地へ

市知高
高知市の中心、帯屋町商店街にある
「ほにや本店」。2階には粋な和のテイ
ストが光る服や雑貨をはじめ、よさこい
関連グッズが並びます。1階は高知の
特産品を集めたショップで他にはない
お土産物が買えます。

よさこい祭りのために東京から舞い戻った新平とさくらが再会した高知城下の橋。

高知県

実
話
が
映
画
に
な
っ
た

「
ほ
に
や
」
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り

時
代
と
と
も
に
進
化
し

前
進
す
る
よ
さ
こ
い
祭
り

P

小 児 が ん と 闘 い つ づ け る 少 女 が 、

よ う や く 見 つ け た 生 き る 証 し は 、

力 強 く 、前 に 進 む よ さ こ い 鳴 子 踊 り で し た 。

熱 狂 の パ フ ォ ー マ ン ス に

生 命 の 輝 き が ほ と ば し り ま す 。

　

よ
さ
こ
い
祭
り
は
、太
平
洋
戦
争
や
昭
和
南
海
地
震

に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
人
々
の
気
持
ち
を
元
気
づ
け
よ
う

と
地
元
商
工
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
29
年

（
1
9
5
4
）に
始
ま
り
ま
し
た
。氏
神
や
藩
主
に
奉
納

す
る
伝
統
的
な
祭
札
で
は
な
く
、市
民
の
た
め
に
ス
タ
ー

ト
し
た
よ
さ
こ
い
祭
り
は
、自
由
を
尊
ぶ
県
民
性
と
相

ま
っ
て
、ロ
ッ
ク
や
サ
ン
バ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
採

り
入
れ
、時
代
と
と
も
に
進
化
し
て
き
ま
し
た
。毎
年
、

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
振
り
付
け
や
音
楽
、衣
裳
で
新

た
な
踊
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
や
、一
糸
乱
れ
ず
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
前
進
す
る
躍
動
感
は
、見
る
者
に
も
感
動

と
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。ま
さ
に
映
画
の
中

で
小
児
が
ん
と
闘
う
〝
さ
く
ら
〞が
、よ
さ
こ
い
祭
り
を

目
標
に
、力
強
く
前
に
向
か
っ
て
生
き
抜
く
姿
は
、よ
さ

こ
い
の
神
髄
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
よ
さ
こ
い
の
熱
気
は
、祭
り
の
期
間
だ
け
で
は

な
く
１
年
中
、高
知
市
内
の
ロ
ケ
地
を
は
じ
め
、い
た
る

所
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

[物語]かつて、よさこいチーム「いちむじん」で活躍し、今は東京で暮らす新
平は帰郷した際に高校時代の恋人、香織と再会する。そして、その妹のさく
らが小児がんに冒されていることを知る。「いちむじん」でよさこいを踊ること
を夢みるさくらのために新平たちはチームを再結成し、本祭りをめざす。

高知駅土讃線

と
さ
で
ん
交
通
桟
橋
線

追手筋

鏡川

はりまや橋駅大橋通駅

32

16

ほにや本店
はりまや橋

ひろめ市場

追手門
高知城跡

とさでん交
通伊野線33

よ さ こ い は 、

前 に 、前 に す す む

踊 り や き 。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
営業時間等が変更されている場合があります。
事前に公式HPをご確認ください。



　
尾
道
水
道
を
行
き
交
う
渡
し
船
。山
々
の
中
腹
に
点

在
す
る
神
社
仏
閣
。坂
道
に
連
な
る
民
家
の
瓦
屋
根
。

初
め
て
来
た
人
も
、何
度
目
か
の
人
も
、箱
庭
の
よ
う
な

景
観
に
心
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　
尾
道
で
生
ま
れ
育
っ
た
大
林
監
督
が
手
が
け
た『
転
校

生
』。そ
こ
に
は
、ど
こ
の
街
に
も
似
て
い
な
い
尾
道
ら
し
い

景
色
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。一
夫
と
一
美
が
入
れ
替
わ
っ
た

御
袖
天
満
宮
の
石
段
。信
行
寺
に
つ
づ
く
石
段
の
途
中

の
踏
切
。千
光
寺
公
園
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
巨
石
群
。一
美

が
自
転
車
で
駆
け
上
る
J
R
山
陽
本
線
の
跨
線
橋
。街

中
に
散
ら
ば
る
映
画
の
風
景
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
探
し
な
が

ら
迷
子
の
よ
う
に
歩
く
と
、き
っ
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
な

い
、あ
な
た
だ
け
の
尾
道
の
魅
力
が
見
え
て
き
ま
す
。

　『
転
校
生
』を
は
じ
め
、数
々
の
大
林
作
品
の
地
元
協

力
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た「
茶
房
こ
も

ん
」の
ご
主
人 

・
大
谷
治
さ
ん
に
お
話
し
を
う
か
が
い
ま

し
た
。『
転
校
生
』の
ロ
ケ
に
参
加
し
た
の
は
監
督
や
ス

タ
ッ
フ
が
茶
房
こ
も
ん
を
打
ち
合
わ
せ
に
利
用
し
て
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　「
と
に
か
く
製
作
費
が
少
な
か
っ
た
の
で
借
り
物
競
走

み
た
い
に
小
道
具
を
集
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
大
谷
さ
ん
。

　
古
く
か
ら
商
売
で
栄
え
た
尾
道
に
は
、何
か
を
創
ろ

う
と
す
る
人
た
ち
を
手
助
け
し
よ
う
と
い
う
土
壌
が

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。撮
影
の
た
め
に
自
宅
を
提
供
し
て

ホ
テ
ル
暮
ら
し
を
す
る
家
族
。ロ
ケ
の
準
備
を
か
っ
て
で

る
監
督
の
同
級
生
や
地
元
の
人
た
ち
。そ
ん
な
街
と
人

に
支
え
ら
れ
、『
転
校
生
』は
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
尾
道
は
数
多
く
の
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ

地
と
な
り
、街
の
人
々
は
ご
く
普
通
に
そ
れ
を
受
け
入

れ
、見
守
っ
て
き
ま
し
た
。尾
道
が
映
画
の
街
と
い
わ
れ
る

ゆ
え
ん
で
す
。

　
た
だ
美
し
い
だ
け
で
な
く
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
会

話
ま
で
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
尾
道
。あ
な
た
も
デ
ジ
カ
メ

を
手
に
1
本
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
を
撮
る
よ
う
に
散
策

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。主
人
公
の一
夫
が
尾
道
の

風
景
を
撮
り
つ
づ
け
た
よ
う
に
。

映
画
の
か
け
ら
を

拾
い
集
め
な
が
ら

迷
う
よ
う
に
歩
く
尾
道
。

す
べ
て
は
『
転
校
生
』
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

後
に
尾
道
三
部
作
が
公
開
さ
れ
る
と

年
間
数
万
人
の
フ
ァ
ン
が
尾
道
を
訪
れ
、

ロ
ケ
地
巡
礼
の
先
駆
け
と
も
な
り
ま
し
た
。

い
ま
、
再
び
、
尾
道
を
再
訪
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

あ
の
頃
と
同
じ
尾
道
の
風
景
が
、
今
の
自
分
に
語
り
か
け
る
。

何
か
を
た
し
か
め
に
。

市道
映 画『 転校生』のロケ地へ

市道尾尾一美が自転車に乗って全速力で駆け上がる尾道
駅東側の跨線橋。思いの外、勾配がきつくて驚き
ます。

信行寺の石段途中の踏切。貨物列車の通過を
待つ間に画面がモノクロームからカラーに変わり
物語が進みます。

一夫と一美が入れ替わる御袖天満宮の石段。だ
れもいない静かな境内に響く空き缶の音が記憶
にのこります。

引っ越しの荷物を積んだトラックを追いかける一
美と、その姿を8ミリに撮る一夫が印象的な尾道
市役所前でのラストシーン。

昭和52年(1977)に開店したワッフル専門
店。『転校生』にも登場し、映画ファンなら一
度は立ち寄りたいお店です。定番のワッフル
から季節の果物を使った限定メニューまで専
門店のこだわりの味が楽しめます。

ご主人の大谷さんは『転校生』以来、大林作品の映画づくりに手弁当で参加して約
40年。大林宣彦監督が20年ぶりに尾道で撮った『海辺の映画館』(2019年公開予
定)にも制作スタッフとして参加しました。

茶 房 こ も ん

き っ 粋
地元の食材にこだわり、旬の新鮮な魚介類を使った料理が評判の居酒屋。尾道の味と広島
のお酒を堪能できるおすすめのお店です。じつは、こちらは大林組のもうひとつのスタッフルー
ムともいわれ、作品のエンドロールにも登場したことがある「喫茶TOM」のマスターのご子息
のお店です。今はリタイアしたマスターが顔を出し、映画ファンと語り合う夜もあるそうです。

TOMのマスター秘蔵のアルバム。映画の
出演者や撮影シーン、TOMを訪れた錚々
たる芸能人が映っています。

一美が転校してきた日の帰り道、どこまでもついてくる一美をやりすご
そうと一夫が身を隠す石の階段。路地の雰囲気も当時のままです。

0 91 0

[物語]主人公の斉藤一夫のクラスにある日、幼なじ
みの斉藤一美が転校してくる。2人は下校途中に石
段から転げ落ち、男女の身体のまま、心だけが入れ
替わる。思春期の異性の体にとまどいながら、周囲
にさとられぬよう中学生活を送り、やがて元の自分た
ちに戻れた時、2人の間に淡い恋慕が芽生える。

『転校生 ～DVD SPECIAL EDITION～』 好評発売中
￥4,800（税抜）／発売元：バップ／ⒸNTV.ATG

天寧寺

千光寺

尾道駅

ロープウェイ
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

茶房こもん

御袖天満宮

尾道市役所

きっ粋
つたふじ本店（P22）

シネマ尾道（P11） 向 島

317

2

363

映
画
の
か
け
ら
を

拾
い
集
め
な
が
ら

迷
う
よ
う
に
歩
く
尾
道
。

坂の町・尾道の路地や階段を
迷いながら歩いてみよう

広島県

迷
い
な
が
ら
出
会
う

私
だ
け
の
尾
道

映
画
を
受
け
入
れ
る

尾
道
の
街
と
人
々

広島県尾道市長江1-2-2
0848-37-2905
火曜日（祝日は営業）

11：30～17：30営
休
ありP

広島県尾道市土堂2-7-4
0848-21-2357
18：00～（24：00～バータイム）
不定休 なし

営
休 P



伊丹十三記念館

松山ICから国道33号経由で約5分。伊丹十三の映画やエッセイ、CM作品
などに関する展示をはじめ、猫好き、乗り物マニア、料理通としての含蓄にふ
れられます。毎月、13日13時からは展示室モニターを使った伊丹作品の上映
もあります（スケジュールは要確認）。

JR尾道駅から徒歩30秒！独自の視点で選んだ個性的な作
品を週替わりで上映しています。子供たちに映画のおもし
ろさや映画づくりを体験してもらうワークショップも開催。著
名な映画人による対談や舞台挨拶でも知られています。

DATA

　

商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
、俳
優
、エッ
セ
イ
ス
ト
、C
M
作
家
、

テ
レ
ビ
マ
ン
、雑
誌
編
集
長
、そ
し
て
、映
画
監
督
と
し
て

多
彩
な
才
能
を
発
揮
し
た
伊
丹
十
三
。「
伊
丹
十
三
記
念

館
」は
、松
山
で
多
感
な
青
春
を
過
ご
し
た
彼
の
足
跡
や

仕
事
ぶ
り
、人
と
な
り
を
、よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

　

国
道
の
そ
ば
に
あ
り
な
が
ら
、建
物
に一歩
入
っ
た
瞬
間

か
ら
静
か
な
異
空
間
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
感
覚
を
覚
え
ま

す
。タ
ン
ポ
ポ
が
植
え
ら
れ
た
中
庭
に
佇
む一本
の
桂
の
木
。

回
廊
の
よ
う
に
中
庭
を
取
り
囲
む
展
示
室
。こ
れ
ら
は
建
築

家
・
中
村
好
文
氏
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
す
が
、建
築
作
品

を
目
当
て
に
来
館
す
る
人
も
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。

13
の
顔
を
も
つ
男
の
生
き
方
に
迫
る

　

展
示
室
は
２
つ
に
分
か
れ
、ま
ず
常
設
展
示
室
で
は
少

年
期
か
ら
監
督
時
代
ま
で
の
彼
の
人
生
を
13
の
コ
ー
ナ
ー

に
分
け
て
紹
介
。引
き
出
し
を
開
け
る
と
自
筆
の
原
稿
や

原
画
、愛
用
品
な
ど
が
現
れ
、間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
し
て
、企
画
展
で
は
、多
彩
な
活
動
の
源
泉
を
探

る
テ
ー
マ
展
示
が
行
わ
れ
て
い
て
、伊
丹
十
三
の
未
知
の一

面
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

没
後
20
年
余
り
を
経
て
、〝
伊
丹
十
三
〞に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
若
い
世
代
が
、い
ま
再
び
彼
の
才
能
に
注
目
し
、

「
伊
丹
十
三
記
念
館
」を
訪
れ
て
い
ま
す
。

映
画
の
街
に
帰
っ
て
き
た
映
画
館

旅
先
で

を
楽
し
も
う

映

画

伊

丹

十

三

記

念

館

シ

ネ

マ

尾

道

監督使用台本。セリフの変更・
カット割り・カメラ位置などの書

き込

みに、伊丹十三の旺盛な仕事
ぶりが感じられます。

映画の楽しさをさまざまな形で発信しつづける「シネマ尾道」代表理事・
支配人 河本清順さん。

映画監督だった父・伊丹万作（松山市出身）が軍国色の強いカルタを書き換え、十三と妹のために手作りしたカルタ。

かわいい「シネマ尾道」オ
リジナル手ぬぐいも販売。
とっておきの尾道みやげ
にぴったりです。

現在の建物は昭和37年
（1962）に建て替えられ
ました。エントランス左の
大きなウインドウが圧巻。

敷地内に展示されている最後の愛車ベン
トレー。乗り物マニアの伊丹の若い頃から
の憧れでした。
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J
R
尾
道
駅
前
に
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
映
画
館
が
あ

り
ま
す
。昭
和
22
年（
1
9
4
7
）に
旧「
尾
道
松
竹
」と

し
て
開
業
。全
盛
期
に
は
尾
道
市
内
に
20
館
あ
っ
た
と

い
う
映
画
館
の
う
ち
最
後
ま
で
営
業
を
つ
づ
け
ま
し

た
が
、平
成
13
年（
2
0
0
1
）に
惜
し
ま
れ
つつ
閉
館
し

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、京
都
で
の
大
学
生
活
を
終
え
て
帰
郷
し
た

シ
ネ
マ
尾
道
・
代
表
理
事
の
河
本
清
順
さ
ん
は
、映
画
の

街
に
映
画
館
が
な
い
こ
と
に
寂
し
さ
と
悔
し
さ
を
感
じ
、

仲
間
と
共
に「
尾
道
に
映
画
館
を
つ
く
る
会
」を
立
ち
上

げ
ま
す
。そ
し
て
、多
く
の
市
民
の
賛
同
を
得
て
平
成

20
年（
2
0
0
8
）、旧「
尾
道
松
竹
」を
改
装
し
て「
シ
ネ

マ
尾
道
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

シ
ネ
マ
尾
道
の
魅
力
は
、ビ
ル
の
中
で
は
な
く
、映
画
館

自
体
が
映
画
を
観
る
た
め
に
造
ら
れ
た
建
物
で
あ
る
こ

と
で
す
。シ
ネ
コ
ン
の
よ
う
な
す
り
鉢
状
の
フ
ロ
ア
で
は
な

く
、平
坦
な
床
で
、舞
台
付
き
の
ス
ク
リ
ー
ン
は
見
上
げ
る

よ
う
な
高
い
位
置
に
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
が
昭
和
の
映
画

館
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。メ
ジ
ャ
ー
な
作
品
は
少
な
い
で
す
が
、

な
か
な
か
日
の
目
を
見
な
い
作
品
に
映
画
の
多
様
性
や
お
も

し
ろ
さ
が
あ
る
と
信
じ
て
、河
本
さ
ん
た
ち
は
シ
ネ
マ
尾

道
ら
し
い
作
品
を
上
映
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

映
画
を
観
て
か
ら
散
策
す
る
の
も
尾
道
に
ぴっ
た
り
の

楽
し
み
方
で
す
。

シネマ尾道

DATA
広島県尾道市東御所町6-2
0848-24-8222
無休休
なしP

愛媛県松山市東石井1-6-10
089-969-1313
10：00～18：00（入場は17：30まで）
火曜日（祝日の場合は翌日）・
年末年始及び保守点検日
あり

営
休

P

い
た
み
じ
ゅ
う
ぞ
う



ボート競技のエキスパート、井手勝敏先
生。撮影のために玉川湖にロープを張って
漕艇コースをつくったり、撮影用のボートを
自作したり、大いに尽力されました。

悦子が沖合いをゆくボートを見つけるシーンで飛び降りた堤防。想像以上の高さに驚きます。

鴨池海岸の沖合いには弓杖島をはじめ、小さな島影が点在し、瀬戸内らしい景観をつくっています。

-2…1…0…1…2+
▼

　

松
山
市
内
の
高
校
を
舞
台
に
書
か
れ
た
原
作
小
説
の
一
部

を
映
画
化
し
た『
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょい
』。風
光
明
媚
な

瀬
戸
内
の
風
景
の
中
、女
子
ボ
ー
ト
部
の
創
部
に
奮
闘
す
る

悦
子
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
姿
が
ま
ぶ
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

艇
庫
の
あ
る
練
習
場
所
と
し
て
登
場
す
る
鴨
池
海
岸
は
瀬

戸
内
海
国
立
公
園
に
属
し
、約
8
0
0
m
に
わ
た
っ
て
白
い

砂
浜
が
つ
づ
く
美
し
い
海
岸
で
す
。と
く
に
、物
語
の
始
ま
り

の
シ
ー
ン
と
な
っ
た
夕
刻
の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、絶
好
の
夕

景
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
主
要
ロ
ケ
地
で
あ
る
今
治
市
の
山
間
の
玉

川（
ダ
ム
）湖
は
、作
品
の
大
き
な
山
場
と
な
る
全
国
大
会
予

選
の
試
合
会
場
と
し
て
登
場
し
ま
す
。玉
川
湖
公
園
や
キ
ャ

ン
プ
場
も
整
備
さ
れ
、春
の
桜
、秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
行

楽
客
で
賑
わ
い
ま
す
。ま
た
、近
く
に
は
名
湯
と
し
て
知
ら
れ

る
鈍
川
温
泉
が
あ
り
、ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
に
も
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
日
帰
り
温
泉
施
設
が
人
気
で
す
。

　

じ
つ
は
、ロ
ケ
当
時
は
玉
川
湖
に
漕
艇
コ
ー
ス
は
な
く
、撮

影
の
た
め
に
ロ
ー
プ
を
張
り
、急
ご
し
ら
え
で
試
合
会
場
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。実
際
に
は
、こ
こ
で
出
演
者
の
ボ
ー
ト
の
技

術
指
導
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
、今
も
湖
畔
に
立
つ

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
ロ
ケ
の
重
要
な
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。後
に

国
民
体
育
大
会
の
開
催
を
機
に
、正
式
な
漕
艇
コ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、現
在
は
愛
媛
県
の
ボ
ー
ト
競
技
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、こ
の
場
所
で
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
版『
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
っ
し
ょい
』の
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。　

道後・本谷とともに伊予の三湯といわれ、ラドン含有量が高いアルカリ性単純泉で
ph9.9を誇る国内屈指の美人の湯。温泉郷の入口に立つ「鈍川せせらぎ交流館」
は日帰り入浴が楽しめる温泉施設です。石けんやシャンプーの販売、貸しタオルも
あって気軽に立ち寄ることができます。サウナ好きの方に好評のテントサウナ（レンタ
ル）を予約すれば、清流と生い茂る緑の木 を々眺めながら自分のペースでととのうこ
ともできます。軽食コーナーではダム湖をかたどった砥部焼の器に入った名物ダムカ
レーが食べられます。

出湯と渓谷の里 鈍川温泉・鈍川せせらぎ交流館
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原作小説の世界を表現するために

南予の町から今治の海、山間の湖までロケを重ねた本作品。

愛媛県各地の風景に、うたかたのように過ぎ去っていく

青春の一頁が美しく描かれています。

悦子がおいしそうに鍋焼きうどん
を食べるシーンに登場した「こと
り」。創業昭和24年、現在は森
田史之さんとご家族が昔ながら
の味を守っています。伊予灘のい
りこと利尻産の昆布を使った出
汁に甘辛く炊いた肉の甘さがじ
わりと溶け込み絶妙のおいしさで
す。松山を訪れたら何としても食
べたい地元のソウルフードです。

ロ ケ 地 松 山

今治駅

予讃線

今治北IC

今治IC

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

196

163

317

鈍川せせらぎ交流館
クラブ
ハウス

鴨池海岸公園

玉川ダム湖

　

名
門 

今
治
西
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部
の
監
督
と
し
て

数
々
の
栄
冠
を
も
た
ら
し
、映
画『
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ

し
ょ
い
』で
は
制
作
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
た
井
手
勝
敏

先
生
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。井
手
先
生
は
、当
時
、

難
航
し
て
い
た
ロ
ケ
地
の
選
定
に
鴨
池
海
岸
を
提
案
。そ

れ
ま
で
瀬
戸
内
を
２
周
し
て
ロ
ケ
ハ
ン
を
つ
づ
け
て
き
た

監
督
や
ス
タ
ッ
フ
が
ひ
と
目
見
た
だ
け
で
即
決
し
た
と
い

い
ま
す
。さ
ら
に
、ボ
ー
ト
競
技
の
専
門
家
と
し
て
技
術

指
導
は
も
と
よ
り
、セ
リ
フ
や
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
も
ア
ド

バ
イ
ス
を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。と
く
に
全
国
大
会
の

予
選
の
勝
敗
に
つ
い
て
は
予
選
敗
退
を
進
言
。そ
の
理
由

は
、ボ
ー
ト
競
技
の
神
髄
は
勝
つ
こ
と
よ
り
も
負
け
て
、さ

ら
な
る
鍛
錬
を
積
み
、次
の
試
合
に
挑
む
こ
と
に
あ
る
か

ら
で
す
。最
終
的
に
は
悦
子
た
ち
が
敗
退
す
る
ス
ト
ー

リ
ー
と
な
り
、そ
れ
に
よ
っ
て〝
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょ

い
〞の
言
葉
が
、さ
ら
に
味
わ
い
深
く
響
き
ま
し
た
。

ことり
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「キャッチ！ロウ！」

かけ声とともに、

うたかたの夏が過ぎていく。

愛媛県今治市玉川町鈍川甲218-1
10:30～21:00（20:30札止め）・軽食コーナー（お昼の時間帯）
第２・4月曜日（祝日の場合は以降間近の平日）および12/31・1/1休

営
0898-55-4477

いっぷく
スポット

愛媛県松山市湊町3-7-2
089-921-3003
10:00～14:00
（売切次第終了）
水曜日、不定休あり
なし

休
P

ありP

[物語] 昭和51年春、高校入試をひかえた悦子は海を眺めながら競技用
ボートの姿に心奪われる。これまで何となく生きてきた自分と決別し、入学した
高校で女子ボート部をつくろうと一念発起。男子部員に混じって練習し、一年
後には仲間とともに全国大会をかけた試合に出場するまでに成長する。

映画作りの拠点となった玉川湖畔の
クラブハウス

「キャッチ！ロウ！」

かけ声とともに、

うたかたの夏が過ぎていく。

ことり

かめそば
じゅん（P21）

道後温泉本館

伊
佐
爾
波
神
社

伊丹十三記念館（P12）

道後温泉駅

大街道駅

大
街
道

道後
公園

松山城

11

317

松
山
市
駅

市市治今今
映画『がんばっていきまっしょい』

のロケ地へ

治
愛媛県

青
春
の
残
像
が
映
え
る

瀬
戸
内
の
絶
景

負
け
る
こ
と
の

そ
の
先
に
あ
る
も
の
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[物語]母の手ひとつで育てられ、今は東京で暮らす
咲子。ある日、母の龍子が入院したと聞き、郷里の徳
島に帰るが、末期がんで余命数ヶ月と告げられる。さ
らに自らの出生の秘密や死別したはずの父が東京
にいることを知り、神田生まれの母が咲子と徳島で
暮らしてきた理由に向き合うこととなる。

島徳 市
映 画『 眉 山 』のロケ地へ

島徳 市

映
画
の
伏
線
と
な
っ
た

阿
波
人
形
浄
瑠
璃

物
語
を
美
し
く
彩
る

水
の
都
徳
島
の
景
観

　
映
画
の
中
に
は
い
く
つ
か
人
形
浄
瑠
璃
に
ま
つ
わ
る

シ
ー
ン
が
出
て
き
ま
す
。龍
子
が
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
朗
々
と

浄
瑠
璃
を
語
り
、高
校
生
の
咲
子
に
父
の
こ
と
を
告
げ

る
場
面
で
は
テ
レ
ビ
に
映
っ
た
人
形
が
効
果
的
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。ど
の
場
面
で
も
演
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、幼
い

娘
が
巡
礼
姿
で
生
き
別
れ
に
な
っ
た
両
親
を
訪
ね
歩
く

『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』。「
と
と
さ
ん
の
名
は
十
郎
兵
衛
」

の
台
詞
で
有
名
な
人
形
浄
瑠
璃
の
代
表
作
で
す
。

　
な
か
で
も
極
め
つ
き
の
シ
ー
ン
は
死
を
覚
悟
し
た
母
と

娘
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に一
緒
に
人
形
浄
瑠
璃
を
観

劇
す
る
場
面
で
す
。こ
の
場
面
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
徳
島

県
立
阿
波
十
郎
兵
衛
屋
敷
。ま
さ
し
く
こ
こ
は
、『
傾
城

阿
波
の
鳴
門
』の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
板
東
十
郎
兵
衛
屋
敷

跡
に
立
つ
文
化
施
設
で
す
。館
内
に
は
阿
波
人
形
浄
瑠

璃
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
、そ
の
成
り
立

ち
や
歴
史
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、徳

島
県
内
の
人
形
座
の
方
々
に
よ
っ
て
毎
日
、国
の
重
要
無

形
文
化
財
・
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
が
ラ
イ
ブ
で
上
演
さ
れ
て

い
ま
す
。観
劇
の
後
は
人
形
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
、人

形
遣
い
の
方
に
質
問
を
し
た
り
、貴
重
な
体
験
が
楽
し
め

ま
す
。ま
た
、敷
地
内
に
現
存
す
る
母
屋
や
純
日
本
式
庭

園「
鶴
亀
の
庭
」も
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。ロ
ケ
地
と

し
て
訪
ね
る
と
と
も
に
、阿
波
人
形
浄
瑠
璃
に
触
れ
て
、

映
画
を
よ
り
深
く
味
わ
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　「
眉
山
を
あ
の
人
だ
と
想
っ
て
、お
ま
え
と
二
人
、こ
こ

で
生
き
て
い
こ
う
」。

　
龍
子
の
言
葉
の
通
り
、眉
山
が
見
え
る
徳
島
の
町
々

で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。咲
子
が
母
の
主
治
医
・
寺
澤

と
歩
く
雨
上
が
り
の
新
町
川
水
際
公
園
。阿
波
お
ど
り

の
総
踊
り
を
再
現
し
、映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
飾
っ
た

南
内
町
・
徳
島
こ
ど
も
交
通
公
園
。美
し
い
庭
園
を
背
景

に
母
娘
が
食
事
を
す
る
渭
水
苑
。ど
の
場
所
も
、感
動
の

場
面
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　
ロ
ケ
地
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
川
沿
い
に
巡
る
お
す
す
め

の
コ
ー
ス
に
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
ク
ル
ー
ズ
」が
あ
り
ま
す
。長

年
、川
の
清
掃
活
動
を
つ
づ
け
る
N
P
O
法
人
「
新
町
川

を
守
る
会
」が
、水
都
・
徳
島
を
川
か
ら
見
て
も
ら
お
う
と

遊
覧
船
に
よ
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト
。市
内
中
心
部

を
ぐ
る
り
と一
周
す
る
間
に
、船
上
か
ら
眺
め
る
町
並
み
や

眉
山
の
姿
は
格
別
で
す
。

母の生き方と娘の恋を見つめながら

親子の情愛を描いた映画『眉山』。

そこには徳島の伝統文化である

阿波人形浄瑠璃の名作『傾城阿波の鳴門』の物語が

そっと重ねられています。

阿波おどり会館では１年中、阿波おどりの公演が
見られ、徳島土産のショッピングも楽しめます。5階
は眉山ロープウェイ山麓駅です。

眉 山 の 緩 や か な

稜 線 を 眺 め 、

最 愛 の 人 を 想 う 。阿波おどり会館

山頂展望台からは市街地や吉野川の河口が一
望できます。また、よく晴れた日には大鳴門橋や明
石海峡大橋も見えます。

眉山頂上

ひょうたん島
クルーズ

龍子と咲子の会食シーンが撮影された
名門料亭。約1,000坪の庭園を眺め
ながら食事が楽しめます。予約すればラ
ンチメニューも。また、利用状況によっ
てはロケの座敷への案内も可能です。

阿波十郎兵衛座・座長の高野文子さんは、ロケ当
時は当館の職員でした。映画の中でもとくに重要な
シーンの撮影とあってエキストラの方 も々緊張気味
だったそうです。高野さんは人形遣いとして当館の
舞台でも活躍中。人形浄瑠璃は毎日上演されてい
ます。

「新町川を守る会」理事
長の中村英雄さんはロケ
にも協力され、咲子と寺
澤が川沿いを肩を寄せ
合って歩くシーンは中村
さんが操船する船の上か
ら撮影されたそうです。

渭水苑 いすいえん

徳島県徳島市沖浜東1-54
088-626-0080
11:00～13:00、17:00～20:00
月曜日・火曜日（祝日は除く）
水曜日はディナーのみ（祝日は除く）
※定休日・営業時間等詳しくは
　お問い合わせください。
あり

営
休

徳島県立阿波十郎兵衛屋敷

映画の撮影が行われた座敷。四季折々の表情を見せる庭園を背景に贅沢な時間が過ごせます。

母親のお弓は、巡礼が娘のお鶴と知りますが、災いに巻き込まれることを案じ、涙をこらえて名乗ることをとどまる見せ場のシーン。

55
阿波おどり会館

ロープウェイ

渭水苑

阿波十郎兵衛屋敷

眉山公園

いのたに（P21） 徳島駅

高徳線
吉野川

吉野川大橋

ひょうたん島
クルーズ

南内町・徳島こども交通公園

192

11

438

30

29

29

徳島県

乗船約30分、乗船料：大人（中学生以上）400円、
小学生以下200円

P

『眉山ーびざんー』好評発売中／発売元：フジテレビジョン・東
宝／販売元：東宝

眉 山 の 緩 や か な

稜 線 を 眺 め 、

最 愛 の 人 を 想 う 。

徳島県徳島市川内町宮島本浦184
088-665-2202
9:30～17:00（7/1～8/31は18:00まで）
【定期上演】1～2月　11:00
　　　　　 3～12月　11:00、14:00
【8/12～8/15】10:00、11:30、13:30、15:00

営

※上演時間等変更する場合があります。
　事前にお問合せください。

※上記のほか臨時休館する場合もあり
　ます。

あり休 P12/31～1/3



巧の家でイタリア家庭料理が
楽しめる!?

1 71 8

巧の家として登場する古いお屋敷のはなれを
利用して平成29年4月にオープンしたヴィッ
チュナッツ・グリッヤ。特注炭火オーブンを使った
炭火焼き料理が人気です。Tボーンステーキや
骨付き地鶏など肉料理をはじめ、手打ちパスタ
やピッツァ、スイーツまで本場仕込みのイタリア
ンが楽しめます。２階にはゆっくりとくつろげる座
敷もあって気取らない雰囲気が素敵です。

映画のオープニングにあらわれるおろち峠の

ループ橋展望台から見下ろす高梁の街。

四方を山に囲まれて、大小の川が流れ、

そのしっとりとした佇まいに多くの人が魅せられ、何かを期待します。

映画『バッテリー』は、そんな想いに応えるように

青春と友情あふれる物語を

高梁の日常風景の中に昇華させた作品です。

美しい山間の

小さな城下町の風景に

白球にかけた青春と友情が

よみがえる。

映画のオープニングシーンとなったおろち峠のループ橋展望台からの眺め。ロケ地めぐりもここからスタートするのがおすすめです。

チームメイトのサワの実家となった大福寺の鐘付き堂とケヤキ
の大木。葉が茂っている時はループ橋展望台からも見つけるこ
とができます。

ロケ地めぐりで多くの観光客が高梁を訪れてくれることが大
きな喜びと語る「たかはしフィルム・コミッション」の石井会長。

【物語】 中学入学を控え、家族で岡山県に引っ越し
てきた原田巧。巧はピッチャーの素養に優れ、同級
生の永倉豪とバッテリーを組み、中学校の野球部に
入部する。しかし、部活に馴染めず、さらには病弱の
弟、青波のことを気遣いながらも、巧はチームメイトと
ともに野球への熱い想いを全うする。

『バッテリー』／DVD¥2,800（税抜）／発売元・販売元：株式
会社KADOKAWA

映画『バッテリー』のロケ地へ

　
武
家
屋
敷
の
前
を
ゆ
る
や
か
に
下
っ
て
い
く
一
本
の
古
道
。

そ
れ
は
、野
球
を
愛
す
る
兄
弟
の
純
粋
な
気
持
ち
を
受
け

止
め
ら
れ
ず
に
苦
悩
す
る
母
、真
紀
子
の
気
持
ち
を
暗
示
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
ロ
ケ
地
は
、ス
ト
ー
リ
ー
や
登
場
人
物
の
心
情
を
も
映
す

映
画
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
で
す
。2
0
0
6
年
冬
に
、高

梁
市
に
持
ち
込
ま
れ
た
映
画『
バ
ッ
テ
リ
ー
』の
話
は
、そ
れ

ま
で
数
々
の
映
画
や
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
地
元
に
と
っ
て

特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、「
原
作
の

イ
メ
ー
ジ
や
監
督
の
要
望
に
応
え
る
撮
影
場
所
は
容
易
に

見
つ
か
ら
ず
、い
わ
ば
偶
然
の
巡
り
合
わ
せ
の
よ
う
に
決
ま
り

ま
し
た
」と
、た
か
は
し
フ
ィ
ル
ム・コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
長
の
石
井

雅
之
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
監
督
自
ら
高
梁
市
を
訪
れ
た
ロ
ケ
ハ
ン
で
は
撮
影
の
候
補

地
を
い
く
つ
か
案
内
し
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
に

あ
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、そ
の
道
す
が

ら
川
沿
い
の
古
い
屋
敷
が
監
督
の
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。そ

れ
が
映
画
で
は
巧
た
ち
家
族
が
暮
ら
す
家
と
し
て
登
場
し

ま
す
。

　
学
校
の
正
門
へ
と
つ
づ
く
通
学
路
を
横
切
る
J
R
伯
備

線
の
踏
切
や
、巧
と
青
波
が
自
転
車
で
一
気
に
下
る
坂
道
、

街
を
一
望
す
る
ル
ー
プ
橋
か
ら
の
眺
め
な
ど
、高
梁
の
何
気
な

い
日
常
の
風
景
が
監
督
の
心
を
つ
か
み
、創
作
意
欲
を
大
い

に
刺
激
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。地
元
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、見
慣
れ
た
ご
く
普
通
の
景
色
こ
そ
が
、監
督
が
求
め
て
い

た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。

　
か
つ
て
備
中（
岡
山
県
西
部
）の
小
京
都
と

呼
ば
れ
、高
梁
川
の
交
易
で
栄
華
を
誇
っ
た
高

梁
市
。〝
天
空
の
山
城
〞と
し
て
有
名
な
備
中
松

山
城
を
擁
す
る
そ
の
城
下
町
に
は
、藩
政
時
代

を
偲
ば
せ
る
古
い
武
家
屋
敷
や
寺
社
が
点
在
し

て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、白
壁
の
長
屋
門
や
土
塀
が
つ
づ

く
石
火
矢
町
は
岡
山
県
よ
り「
石
火
矢
町
ふ
る

さ
と
村
」の
指
定
を
受
け
、江
戸
時
代
に
建
て

ら
れ
た
旧
埴
原
家
住
宅
と
旧
折
井
家
住
宅
が

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、近
く
に
は
小
堀

遠
州
作
庭
園
で
知
ら
れ
る
頼
久
寺
が
あ
り
、城

下
町
ら
し
い
景
観
の
中
、ゆ
っ
た
り
と
散
策
が
楽

し
め
ま
す
。

日
常
の
風
景
に
心
惹
か
れ
る
城
下
町

美
し
い
景
観
と
文
化
財
を
め
ぐ
る

石
火
矢
町
ふ
る
さ
と
村

ピッツァ・フリッタ

は
い
ば
ら

い
し
び
や
ち
ょ
う

巧と青波が自転車に２人乗りして下ってくる備中松山
城遊歩道近くの坂道。軟式ボールを握りしめた青波の
手が印象的でした。

地元高校生たちに人気の揚げ
ピザ。味はトマトチーズかアップ
ルシナモンが選べて、クラム
チャウダー付き。

骨付鳥・手羽先・豚ロース・ポテト
が入ってボリューム満点。

父の遺領一万石を継いで当地に住み、頼久寺を仮の館とした
小堀遠州の作庭による蓬莱式枯山水。

平成30年の7月豪雨の後、備中松山城に住み着き、今は猫城
主におさまっているさんじゅーろー。人なつっこく、カメラを向ける
とポーズをとることもあるそうです。 　
提供（一社）高梁市観光協会

VicchuNutGriglia
ヴィッチュナッツ・グリッヤ

いっぷく
スポット

骨付き地鶏の炭火焼き（要予約）

岡山県高梁市内上下47
0866-45-3154
12:00～14:00・18:00～LAST
※前日までの完全予約制
不定休

営

休
武家屋敷館駐車場や高梁市観光駐車場
をご利用ください。

P

岡山県

市梁高

備中松山城・猫城主 さんじゅーろー

石火矢町ふるさと村は、江戸時代中期から後期に建てられた
武家屋敷が約250mにわたって並び、当時は120～150石取
りの武士が住んでいました。約180年前に建てられた旧折井家
の書院造りの母屋では当時の暮らしぶりがうかがえます。

武家屋敷・旧折井家

頼久寺の庭園

た か は し

し

302

196

大福寺
じゅうじゅう亭（P21）

ループ橋
展望台

石火矢町
ふるさと村

備中松山城

頼久寺

VicchuNut
Griglia

備中高梁駅

高
梁
川

180

484

美しい山間の

小さな城下町の風景に

白球にかけた青春と友情が

よみがえる。
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笠
岡
港
か
ら
高
速
船
で
真
鍋
島
へ
。船
は
白
い
航
跡
を
の

こ
し
な
が
ら
約
45
分
で
真
鍋
島
本
浦
港
に
到
着
し
ま
す
。

　

目
的
地
の
本
浦
港
に
近
づ
く
と
、桟
橋
の
す
ぐ
向
こ
う
に

映
画
に
登
場
し
た
海
沿
い
の
道
路
が
見
え
ま
す
。そ
れ
は
、竜

太
や
バ
ラ
ケ
ツ
が
駆
け
回
り
、さ
ま
ざ
ま
な
印
象
的
な
シ
ー
ン

が
撮
影
さ
れ
た
島
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
。護
岸
の
形
や
道
幅

は
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、漁
村
の
の
ど
か
な
佇
ま
い
は
、ま
ぎ
れ

も
な
く
映
画『
瀬
戸
内
少
年
野
球
団
』の
舞
台
で
す
。道
路

を
渡
っ
て
細
い
道
を
入
っ
て
い
く
と
昭
和
の
匂
い
が
の
こ
る
集

落
の
中
心
部
で
す
。風
に
揺
れ
る
洗
濯
物
、猫
の
額
の
よ
う

な
小
さ
な
畑
。映
画
の
中
で
も
描
か
れ
て
い
た
島
の
暮
ら
し

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。撮
影
の
時
に
は
「
猫
屋
」の

女
主
人
に
は
さ
み
使
い
を
手
ほ
ど
き
し
た
と
い
う
島
の
床
屋

も
今
は
も
う
廃
業
し
、古
い
理
髪
椅
子
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
、

時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

海
沿
い
の
道
路
を
外
れ
、坂
道
を
上
る
と
漁
村
の
家
並
み

を
見
晴
ら
す
高
台
に
出
ま
す
。さ
ら
に
10
分
ほ
ど
歩
く
と
眼

下
に
「
島
宿 

三
虎
」が
見
え
て
き
ま
す
。こ
の
宿
の
ご
主
人
、

久
一
博
信
さ
ん
は
、撮
影
当
時
を
知
る
だ
け
で
な
く
、エ
キ
ス

ト
ラ
と
し
て
映
画
に
も
登
場
。そ
し
て
、三
虎
に
は
監
督
や
主

な
出
演
者
が
滞
在
し
、オ
フ
の
日
は
前
の
砂
浜
で
海
水
浴
を

楽
し
み
、島
の
時
間
を
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。

　

三
虎
に
宿
泊
す
れ
ば
、気
さ
く
な
ご
主
人
か
ら
ロ
ケ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
真
鍋
島
に
つ
い
て
聞
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
岡
山

県
ふ
る
さ
と
村
」に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
真
鍋
島
で
、豊
か
な

自
然
や
懐
か
し
い
風
景
と
と
も
に
、海
風
の
心
地
よ
さ
を
感

じ
な
が
ら
ほ
っ
こ
り
と
過
ぎ
る
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

昭和41年創業の「島宿 三虎」。本浦港から山ひとつ越えた海沿いにあり、目の前
には、まるでプライベートビーチのような砂浜が広がり、海には桟橋が浮かびます。本
館は真鍋小学校の旧校舎を移築したもので、自慢の絶景露天風呂はご主人の手
作り。食事は瀬戸内海の新鮮な魚介や自家菜園の野菜などを食材とした島ならで
の旬の味が楽しめます。さらに、桟橋からは海上タクシーをチャーターして島巡りもで
きます。

最昭和24年（1949）竣工の真鍋島小・中学校は昭和の雰囲気が漂う木造校舎（現在は学校敷地内
への立ち入りはできず、外観のみご覧いただけます）。

真鍋島保育所の敷地に、「劇場版ラジエーションハウス」の
診療所セットが作られ撮影されました。

島を歩くと映画のシーンで見た路地や建物が点在し、撮影当時を忍ぶことができます。
真鍋家住宅は明治初期に建てられた木造家屋で、軒先には樹齢250年といわれるホルトノキ
があります。また、近くには「なまこ壁」の建物もあり、ほとんどの観光スポットは本浦港から徒歩で
回ることができます。歴史と映画の島をのんびり歩いて楽しみましょう。

高 速 艇 に 乗 り 、

少 年 た ち が 駆 け た

島 の 景 色 に 出 会 う 。

淡路島が舞台の原作小説の映画化には、

ロケ地として瀬戸内らしい笠岡諸島の真鍋島が選ばれました。

30年以上もの月日が過ぎた今もなお、緑豊かな自然と

ゆったりと流れる島の時間はそのままです。

　

2
0
1
0
年
に
は
島
に
長
期
滞
在
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
本
国
で
真
鍋
島
を
紹
介
し
た
本
を
出
版
し

ま
し
た
。こ
れ
が
評
判
と
な
っ
て
、欧
米
か
ら
も
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。彼
ら
は
島
民
と
ふ
れ
合
っ
た
り
、山
を

散
策
し
た
り
、１
日
中
、浜
辺
で
読
書
を
し
て
ゆ
っ
く
り
と
流

れ
る
島
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
も
ま
た
島
旅
の

大
き
な
魅
力
で
す
。

　

さ
ら
に
、真
鍋
島
は
戦
国
時
代
に
活
躍
し
た
真
鍋
水
軍
や

真
鍋
姓
発
祥
の
地
で
あ
り
、島
の
歴
史
や
伝
統
文
化
に
興

味
を
も
っ
て
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
来
島
。真
鍋
氏
一
門
代
々

の
墓
で
あ
る「
五
輪
石
塔
群
」や
、国
の
登
録
有
形
文
化
財

で
、日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る「
真

鍋
家
住
宅（
室
内
非
公
開
）」を
訪
ね
、太
古
よ
り
連
綿
と
流

れ
る
歴
史
に
想
い
を
馳
せ
る
の
も
も
う
ひ
と
つ
の
旅
の
楽
し

み
で
す
。

　

ま
た
、最
近
で
は
、令
和
４
年
公
開
の「
劇
場
版
ラ
ジ
エ
ー

シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
」の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
風
景
に
点
在
す
る

当
時
の
面
影

楽
し
み
方
も
そ
れ
ぞ
れ

真
鍋
島
の
魅
力

岡山県笠岡市真鍋島4073
【カフェ】12:30～15:30　　　日祝日、不定休あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不定休
ゲストハウス 1泊1名3,850円（税込）

【物語】 昭和20年9月、瀬戸内の島にある国民学
校の初等科5年男組。敗戦による社会の混乱と大
人たちの動揺に巻き込まれ、しだいに荒んでいく子
供たち。生徒の心を救おうと女先生が決意する。「わ
たしたち、野球やりましょう」。子供たちは野球を通し
て成長し、やがて思春期の入口に立つ。

『瀬戸内三部作メモリアルDVDBOX』／￥12,800(税抜）／
発売・販売元：ポニーキャニオン／Ⓒ2003ポニーキャニオン

鍋真鍋真 島島島
映画『瀬戸内少年野球団』

のロケ地へ
岡山県笠岡市

2018年4月にオープンしたカフェ。自家焙煎
にこだわり、いつでもおいしいコーヒーや自慢
の手作りカレーが食べられます。さらに、もっと
気軽に島を訪れてもらおうと低料金で宿泊で
きるゲストハウスも併設しています。

モトエカフェ

真鍋島までのアクセス
笠岡港から高速船で本浦港まで約 45 分。真鍋島に
は車の乗り入れはできません。笠岡港周辺の駐車
場をご利用ください。

休

　 岡山県笠岡市真鍋島2224
 　0865-68-3515
　 1泊2食付　12,000円（税別）～　
　※土曜日および5・9月の連休と夏季は1,000円プラス、
　　お盆と年末年始は2,000円プラス

真鍋中学校

モトエカフェ 五輪石塔群

島宿三虎

お多津
（P21）

山陽自
動車道

山陽新
幹線

34
笠岡IC笠岡IC

2笠岡駅

高島

白石島

北木島

真鍋島

笠岡港
住吉乗り場

高速船
1日4便
約45分

普通船
1日4便
1時間10分

真鍋島

本
浦
港

島 宿 三 虎
さんとら

高 速 船 に 乗 り 、

少 年 た ち が 駆 け た

島 の 景 色 に 出 会 う 。

いっぷく
スポット

hp
営

https://manabeshima.info



笠岡ラーメンの名店、元祖「斉藤」の味を受け継ぐお店です。鶏、魚介、
香味野菜などから取った透明感のあるスープは上品で思わず飲み干し
たくなる味。養鶏が盛んだった土地柄もあって厚めの鶏チャーシューが
のっています。

中華そば　いのたに本店

こうのしま　お多津

中華そば　つたふじ本店

アン雑煮うどん　かなくま餅福田

昭和50年代に地元の学校給食で大人気だったカレー風
味の焼きそばをヒントに、ふわふわの玉子焼きと高梁の特
産品のトマトをトッピングしたイチ推しのB級グルメです。カ
レーの香りが立った焼きそばと玉子焼きが抜群の一体感
を生み、さらに新鮮なトマトの酸味がアクセントとなって味に
彩りを添えます。色合いも美しく、食欲をそそります。

昭和20年代から地元の人に愛され、昔ながらのおいしい中華そばを守りつづ
けている名店です。スープは、すっきりとした醤油味のあとに魚介系の旨味が
追いかけてきて、背脂のほどよいこってり感も加わり少し濃いめの味わいで
す。麺に絡むと、味わいが少し薄めに変化して絶妙のバランスになります。スー
プをしっかり味わい、麺との相性も楽しめる尾道を代表する一杯です。

インディアントマト焼そば
じゅうじゅう亭四万十ラーメン　やいろ亭

明治時代からつづく餅とうどんの老舗です。あんもちとうどん出汁の組み合わ
せは意外にも相性がよいことに驚きます。あんもちの両面に焼き色をつけて
あることがミソ。杵つきの餅は出汁を吸ってもくずれることなく、あんの甘さもほ
どよい加減です。あん入りとあんなしが選べて、冬場限定の白みそ雑煮うどん
も人気。いなり寿司や海老おこわなどご飯ものも充実。

昭和41年（1966）創業の徳島ラーメンの名店。濃いめながら甘すぎず、コクのあるスープ
に細めの自家製ストレート麺がよく合います。甘辛く煮つけた豚バラ肉がおかず感覚を高
め、白ごはんがほしくなります。玉子入りの場合は、玉子をつぶしながらスープや豚バラ肉と
絡めて食べると、マイルドな味わいとなり、絶妙なハーモニーが楽しめます。

土佐はちきん地鶏の鶏ガラとたっぷりの高知産野菜を煮込ん
で出汁をとったご当地ラーメンです。高知でも珍重される四万
十川のあおさ海苔を天ぷらにしてトッピングした豪華な一品。
汽水域でしかとれないあおさ海苔はサクサクとした上品な食
感と豊かな香り。鶏ガラのさっぱりとしたスープにあおさ海苔の
香りがマッチし、高知ならではの自然の恵みが味わえます。

高知県高知市

昭和30年代から素朴な味わいのかめそば（焼きそば）が人気で、平成になって惜しまれつつ
閉店した松山の名店「かめ」。その元オーナー直伝の味で、幻のかめそばを復活させたのが
「かめそば じゅん」です。独特な食感をもつ長短の麺が混ざり合い、噛むほどに味が出て、削
り節とじゃこのトッピングがさらなる旨味となって口中に広がります。

松山市二番町1-4-11
089-921-0332
17:00～21:00（L.O.20:00）
第1・3月曜日、日曜日、祝日
なし

営
休
P

かめそば　じゅん
愛媛県松山市

岡山県笠岡市

広島県尾道市

香川県観音寺市

徳島県徳島市

岡山県高梁市

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

徳島市西大工町4-25
088-653-1482
10:30～17:00（売切次第閉店）
月曜日
あり

営
休
P

高梁市正宗町1967
0866-23-1211
11:00～14:00（L.O.13:30）、17:00～20:00（L.O.19:30）
木曜日
あり

営
休
P

営
休
P

観音寺市流岡町1436-2
0875-25-3421
10:00～14:00ごろ（売切次第終了）
月曜日
あり

営
休
P

尾道市土堂2-10-17
0848-22-5578
11:00～16:00（売切ご免）　
月曜日、火曜日
提携駐車場あり

営

休
P

笠岡市神島4090
0865-67-7200
［平日］11:00～14:00
［金土日祝］11:00～15:00、
　　　　　17:00～21:00（L.O.20:00）中華ソバと居酒屋メニュー
木曜日
あり

営
休
P

高知市帯屋町2-3-1（ひろめ市場館内）
088-871-3434
【平日】11:30～22:00、【日曜日】10:30～21:00
ひろめ市場休館日に準ずる。
あり

2 12 2



オート三輪は終戦後の日本で広く普及した

三輪型貨物自動車です。通称、ばたこ。ま

だ道路事情の良くなかった時代、悪路に強

く、小回りが利き、しかも安価だったオー

ト三輪は大人気でした。その一方で、曲が

る際に斜めに傾いたり、横転することが多

く、歩行者も手伝って車両を起こす風景は

日常茶飯事でした。昭和30年代（1955～）

にはTVCMの効果もあって小型オート三輪

が爆発的にヒットし、商店の配達などに広

く使われました。

野球は明治時代にアメリカ人教師によって

日本に伝えられ、大正時代には学生や子供

たちの間にも普及しました。しかし、当時

の硬式野球ボールはとても高価で、子供が

扱うには硬すぎて危険でした。そこで大正

7年（1918）に考案されたのがゴム製の軟

式野球ボールです。このボールによって日

本独自の軟式野球が生まれました。昭和

21年（1946）には菊型ケンコーボールが初

代の統一軟式ボールとなり、その後、ディン

プルや縫い目模様が加えられていきます。

かつて街角の公衆電話は外出先から連絡を

とる大切な手段でした。駅前の電話ボック

スには順番待ちの列ができることもありま

した。昭和60年（1985）には全国最多設置

数の90万9570台をマーク。しかし、携帯

電話の普及によって平成29年（2017）には

16万1375台にまで激減。さらには公衆電

話の代名詞ともいえる赤電話が平成7年

（1995）には廃止されました。

2 3
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8ミリカメラは、主に家庭用映画の撮影機

材として1932年に米国メーカーから発売

されました。日本ではマニアや富裕層の趣

味として使用されましたが、昭和40年

（1965）に日本のフィルムメーカーがマガ

ジン式のカメラとフィルムを発売。「私に

も写せます」というキャッチフレーズとと

もに一般家庭にも広く普及します。家族の

記録だけでなく、8ミリ映画の制作に没頭

する学生や若者も多く、学園祭などで自主

上映会などが盛んに行われました。

2 4

ベルボトムは1960年代にアメリカで生ま

れた膝から下が釣鐘状に広がったデザイン

のジーンズ。米国海軍の水兵たちのセー

ラーパンツをモチーフにしているといわれ

ています。従来のワークウェアとしての

ジーンズと一線を画す目新しいデザインは

折からのヒッピームーヴメントとともに世

界的に大流行し、日本でも多くの若者がは

き、フロントがボタンのものやサイドや裾

にチロリアンテープをあしらったデザイン

も一世を風靡しました。

ソニーから世界最初のポータブルステレ

オカセットプレーヤー「TPS-L2」が発売さ

れたのが昭和54年（1979）。録音機能も

スピーカーもないカセットプレーヤーの

登場は衝撃的でした。しかも、２人で同

時に聴けるようにイヤホンジャック2つ、

さらに曲の途中で会話をするための消音

ボタンも装備していました。その反面、

一緒に音楽を聴くガールフレンドがいない

男子にとっては、切ないオーバースペック

でもありました。 

昭和28年（1953）に国産第一号の白黒テレ

ビが発売され、同年２月からNHKのテレビ

本放送が始まりました。その後、カラー放

送や衛星放送へと発展。21世紀に地上デ

ジタル放送がスタートし、液晶やプラズマ

に取って代わるまで約半世紀にわたってテ

レビはブラウン管が主流でした。初期のブ

ラウン管テレビは電源スイッチを入れても

なかなか画像が映らずやきもきしたり、

チャンネル争いの果てに回転式のダイヤル

が外れ、ペンチで回すこともありました。

電波によって小型受信機に合図を送る

ポケットベルのサービスは昭和43年

（1968）に電電公社（現NTT）によってス

タートしました。当初は音だけのサービ

スで合図を受信したら公衆電話から連絡

する使われ方でしたが、後に数字が送れ

るようになり「0906/遅れる」や「0833/

おやすみ」「114106/愛してる」などの語

呂合わせが女子高生の間で大流行しまし

た。そのサービスも2019年9月末をもっ

てすべて終了し、50年の歴史に幕を閉じ

ました。

エレキギターは米国で1949年に基本形と

なるソリッドタイプが発表されました。

日本では昭和40年（1965）の米国のエレキ

バンドの来日公演を機に一大ブームが到

来。国内の楽器メーカーも競ってエレキ

ギターを製造しました。しかし、それら

は高価なため、多くの若者たちが雑誌の

通信販売などで廉価なものを購入。なか

にはコンセントにつなぐと音が出ると思

い込み、別売りのアンプが必要と知って

ショックを受ける若者もいました。

オート三輪 菊型ケンコーボール 公 衆 電 話

昭和45年（1970）の大阪万博では電気通信

館で携帯型無線電話機とテレビ電話が展

示・実演されました。昭和60年（1985）に

はショルダーバッグのような肩掛け式無線

電話が発売されますが、重さは3kgもあり

ました。昭和62年（1987）にようやく現在

のような携帯電話が登場します。平成に入

るとメールやカメラ機能が加わり、平成

20年（2008）頃からスマートフォンが台

頭。本格的なIT社会を迎え、スマートフォ

ンが主役となりました。

携 帯 電 話 ポケットベル エレキギター

ベルボトムジーンズ 8ミリカメラテレビジョン ブラウン管テレビ カセットウォークマン

音声多重放送やBS衛星放送、ハイビジョ

ンなどテレビ放送もめまぐるしく進化をつ

づけてきました。平成23年（2011）7月に

は地上波アナログからデジタル放送へと移

行、多くの家庭がテレビを買い替えまし

た。そして、平成30年（2018）には4K、8K

衛星放送がスタート。4Kはフルハイビ

ジョンの4倍、8Kはなんと16倍の画面解

像度を誇ります。大画面でも驚くほど高画

質な４K・８K放送が楽しめるようになりま

した。

’07公開『眉山』

『瀬戸内少年野球団』
『転校生』

1980199020002010

’82公開
’84公開

’92公開『青春デンデケデケデケ』’98公開’04公開’10公開

’07公開

『がんばっていきまっしょい』『世界の中心で、愛をさけぶ』『君が踊る、夏』

『バッテリー』

昭 和平 成

2019
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今治湯ノ浦IC

児島IC

坂出北IC
坂出IC 西淡三原IC

淡路島南IC
淡路島南PA

鳴門北IC

鳴門IC

三木小野IC

加古川北IC

山陽姫路東IC

夢前スマートIC

山陽姫路西IC

龍野IC

龍野西IC

播磨新宮IC

赤穂IC

備前IC和気IC

山陽IC

岡山IC

吉備スマートIC

倉敷IC

玉島IC
鴨方IC

笠岡IC
福山東IC

福山西IC尾道IC

三原久井IC

本郷IC
河内IC

西条IC

志和IC広島東IC

広島IC

上三永IC馬木IC

黒瀬IC
坂北IC
坂南IC

天応西IC
天応東IC

郷原IC

阿賀IC
呉IC

五日市IC

宮島スマートIC

広島西風新都IC

下三永福本IC大多田IC

山陽自動車道

山陽自動車道

米子自動車道

岡
山
自
動
車
道

松
江
自
動
車
道

播磨自動車道
有漢IC

賀陽IC

岡山総社IC

至松江

尾
道
自
動
車
道

浜田自動車道

広島自動車道

東広島呉自動車道

阪神高速3号神戸線

新名神高速道路

第二神明道路

関西国際空港

高松自動車道

徳島自動車道

松山自動車道

馬立PA

高
知
自
動
車
道

南国IC

明石海峡大橋

布施畑JCT・IC
垂水JCT・IC

鳴門JCT

徳島JCT瀬戸内しまなみ海道

今治小松
自動車道

川之江東JCT

板野IC

さぬき三木IC

府中湖スマートIC

大鳴門橋

神戸JCT

神戸北IC

安佐SA

瀬戸大橋
瀬戸中央自動車道

西瀬戸自動車道

尾道JCT

神戸淡路鳴門自動車道
淡路北スマートIC（ETC入口専用）

大洲北IC
大洲南IC 高知南IC

なんこく南IC
大洲富士IC

大洲肱南IC

IC（フルインター）
IC（ハーフインター）
JCT（ジャンクション）
SA（サービスエリア）
PA（パーキングエリア）

今治市

松山市

観音寺市

高梁市

徳島市

高松市

小豆島

淡路島

備前市

岡山市

倉敷市

尾道市

呉市

神戸市

高知市

島根県

広島県

山口県

岡山県

兵庫県

大阪府

和歌山県

香川県

徳島県

高知県愛媛県

『瀬戸内少年野球団』のロケ地

『世界の中心で、愛をさけぶ』のロケ地『世界の中心で、愛をさけぶ』のロケ地

ロ ケ 地 マッ プ

『君が踊る、夏』のロケ地『君が踊る、夏』のロケ地

『眉山』のロケ地『眉山』のロケ地『がんばっていきまっしょい』のロケ地『がんばっていきまっしょい』のロケ地

『瀬戸内少年野球団』のロケ地

『青春デンデケデケデケ』のロケ地『青春デンデケデケデケ』のロケ地

『バッテリー』のロケ地『バッテリー』のロケ地

『転校生』のロケ地『転校生』のロケ地

2 6 2 5


